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１  市  勢  

 （１）地  勢  

    真岡市は、栃木県の東南部に位置し、県都宇都宮市に鬼怒川を  

   挟んで隣接した芳賀地方の中心都市です。西部に鬼怒川、中央に  

   五行川、東部に小貝川が流れ、茨城県境は八溝山系が連なってい  

   ます。台地は内陸工業地帯として、平地は米麦を中心に、イチゴ・

   ナス・トマトなど野菜や果物の栽培が行われています。  

平成２１年３月には、二宮町との合併により、イチゴの生産が  

日本一となりました。さまざまな農産物が活発に生産され、都市  

圏へ出荷されています。住基盤の土地区画整理事業、農業基盤の  

土地改良事業が進み、また、北関東自動車道とインターチェンジ  

が完成し、地方中堅都市の形成をなしています。  

 

位 置 
東経１４０°００′５９″  海抜 ６５ｍ 

北緯 ３６°２３′１２″ 面積 １６７．３４ｋ㎡ 

  

（２）歴  史  

    旧奥州街道すじの要地として、江戸時代後半は特に栄えました。  

   天明３年 (1783)幕府直轄の真岡代官所 (陣屋 )が置かれ、明治元年  

   真岡県知事の統治下になりました。翌２年日光県の管轄に入り、  

   明治４年の廃藩置県とともに宇都宮県に統括され、同６年栃木県  

   に合併されました。文化・文政のころ「真岡木綿」の生産で隆盛  

   を極めましたが、その後急速に衰え、芳賀地方の農産物の集散地  

   として時代を歩んできました。  

    昭和２９年３月町村合併により１町３村 (真岡町、山前村、大内  

   村、中村 )で真岡町が誕生、当時の人口は４１ ,５０５人でした。  

   同年１０月に市制を施行しましたが、その後、人口の流出が著し  

く３８ ,０００人台になりました。  

同３９年、首都圏整備法による都市開発区域の指定を受け立地  

   企業６０社、３０６万㎡に及ぶ工業団地造成に着手し、３６万㎡  

の住宅団地に“緑と太陽と空間”を求めて人々が集まり活気を取  

り戻しました。  

その後、真岡駅西及び北真岡土地区画整理事業、高間木・伊勢  

崎台地土地区画整理事業、西真岡、西真岡第２、大谷東、寺久保、

下高間木、東光寺、真岡インターチェンジ周辺、長田地区の土地  

区画整理事業が完成し、さらに亀山北、中郷・萩田などの区画整  

理事業を推進しており、住みよい市街地形成へ着実な歩みを続け  

ています。  

 平成２１年３月には、二宮町との合併により、新「真岡市」が  

誕生しました。「ＪＵＭＰ  ＵＰ  もおか～だれもが“わくわく”

するまち～」の実現を目指しています。  
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（３）人  口（令和８年４月１日現在  住民基本台帳より）  

     ◎人  口  

           男    ３９ ,３３４人  

           女    ３８ ,１０８人  

           計    ７７ ,４４２人  

 

     ◎世  帯  数    ３３ ,８３８世帯  

 

     ◎外国人登録者数    ４，６９２人  

 

     ◎産業別就業人口と比率（令和２年１０月１日現在）  

 

産業別 就業人口 比 率 備  考 

第１次  ３,９９８人 10.1 ％  

第２次 １４,６０６人 36.8 ％  

第３次 ２０,７５３人 52.4 ％  

合 計 ３９,６４１人 99.3 ％ 分類不能284人 

 

 ◎事業所数と従業者数（令和３年経済センサス活動調査）  

        事業所数    ２ ,８９７箇所  

        従業者数   ３４ ,０７５人  

 

 （４）令和７年度予算（単位：千円）  

 

区  分 金 額 前年比 

 

区  分 金 額 構成比 

一般会計 39,430,000 1.5 % 市  税 14,352,403 36.4 % 

特別会計 17,090,024 ▲2.2 % 自主財源 22,049,765 55.9 % 

水道事業 2,329,023 9.2 % 依存財源 17,380,235 44.1 % 

下水道事業 3,641,753 12.0 %  

総  計 62,490,800 1.3 %  

  ☆財政力指数    ０．７７４  （令和７年度）  

 

  ☆経常収支比率   ８５．３％  （令和６年度）  

 

  ☆実質公債費比率   ５．０％  （令和６年度）  
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２  議員の任期及び定数  

 

  （１）任   期   令和５年４月３０日～令和９年４月２９日  

  （２）定   数   条例２１人  （平成２４年３月１５日改正）  

  （３）交渉団体   ３人以上   （令和元年１０月２３日改正）  

 

３  会派及び党派別議員数（令和８年６月１日現在）  

 

      党派 

会派名 
自民 公明 共産 参政 その他 無所属 計 

もおか令和会 － － － － － １２ １２ 

超党派もおか新時代 － － － － － ４ ４ 

真明会 － １ － － － ２ ３ 

日本共 産党 － － １ － － － １ 

参政党 － － － １ － － １ 

計 － １ １ １ － １８ ２１ 

 

 

４  年齢及び当選回数別議員数（令和８年６月１日現在）  

 

    回数 

年齢 １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  計  

２５～３９ － － － － － － － － 

４０～４９ ３ － － － － － － ３  

５０～５９ ２ １  １  １  － － － ５  

６０～６９ ２ － １  ３ ２  － －  ８  

７０以上 － － ２  － １  １  １  ５  

計 ７  １  ４  ４  ３  １  １  ２１  
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５  常任委員会  
 
 （１）名称、定数及び所管事項  

 

名  称 定 数 所  管  事  項 

総  務 ７ 

総 務 部 、 総 合 政 策 部 、 市 民 生 活 部 、 会 計

課、監査委員、公平委員会及び選挙管理委

員会の所管に関する事項並びに他の常任委

員会の所管に属しない事項  

民生文教 ７ 
健康福祉部及び教育委員会の所管に関する  

事項 

産業建設 ７ 
産業部、建設部、上下水道部及び農業委員

会の所管に関する事項  

 

６  各種会議  

 （１）議会運営委員会  

    ア  構  成（委員８名）  

       ◎各常任委員会において選定する委員各１名  

       ◎各交渉団体を代表する委員各１名  

       ◎議長指名による委員３名以内  

    イ  協議事項  

       ◎会期について  

       ◎議事日程の具体的編成について  

       ◎議案等の取扱いについて  

       ◎選挙、選任の方法について  

       ◎その他議会運営上必要な事項で、議長が協議を必要と  

        認めたもの  

 

 （２）会派代表者会議  

    ア  構  成（出席人数は、会派の所属議員数に応じて変動）  

       ◎交渉団体としての資格を有する会派の正副代表者  

       ◎正副議長  

    イ  協議事項  

       ◎市政に関する重要案件について
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 （３）議員協議会  

    ア  構  成  

       ◎全議員  

    イ  協議事項  

       ◎市政に関する重要案件について  

 

 （４）広報広聴委員会  

    ア  構成  

       ◎期別の代表  

    イ  協議事項  

       ◎議会だよりの編集発行について  

       ◎議会報告会・意見交換会の開催について  

 

 

７  質疑・一般質問  

 

   ◎通告は、発言通告書に具体的な要旨を記入の上、通告期限までに  

    議長あて提出する。  

   ◎質疑と一般質問は、一括日程とする。  

   ◎代表質問、質疑・一般質問の順に優先する。  

   ◎一括質問の発言時間は、代表質問が４０分以内、質疑・一般質問  

が３０分以内とする。  

   ◎一問一答の発言時間は、執行部の答弁も含めて連続した６０分  

とする。  

 

    ※質問状況（令和７年中）  

 

 

 

 

 

 

会  議 
第１回 

定例会 

第３回 

定例会 

第４回 

定例会 

第５回 

定例会 
計 

質問者数 ９ １２ ９ ９ ３９ 

日  数 ２ ２ ２ ２ ８ 
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８  議会の活動状況（令和７年１月～１２月）  

 

 （１）本会議  

 

区  分 会  期 会議日数 質問者数 傍聴者数 

第１回定例会 

(2/17～3/18) 
３０日間 ４日 ９人 ７５人 

第２回定例会 

(5/23) 
１日間 １日 －  ３人 

第３回定例会 

(6/9～6/25) 
１７日間 ４日 １２人 ９８人 

第４回定例会 

(9/1～9/29) 
２９日間 ４日  ９人 ７４人 

第５回定例会 

(12/1～12/17) 
１７日間 ４日 ９人 ５１人 

 

（２）常任委員会  

※議案件数には予算及び決算に係る議案の分割依託件数は含んでいない。  

 

（３）各種会議開催日数（令和７年中）  

     ◎議 会 運 営 委 員 会                          １３日  

     ◎会 派 代 表 者 会 議                          １０日  

     ◎議 員 協 議 会                          １６日  

     ◎広 報 広 聴 委 員 会    ９日  

 

 

委員会 会議日数 

付託議案件数 

議 案 請 願 陳情等 

総  務 ６日  ４２件 － － 

民生文教 ６日 ２１件 － － 

産業建設 ６日 ２０件 － － 
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 （４）議案等の付議件数（令和７年中）   
 

区  分 
第１回 

定例会 

第２回 

定例会 

第３回 

定例会 

第４回 

定例会 

第５回 

定例会 計 

 市 

 長 

 提 

 出 

 議 

 案 

条  例 ２６  １  １  ４  １０  ４２  

予  算 １６  －  ２  ５  ６  ２９  

決  算 －  －  －  ２  －  ２  

選任同意 ３  １ ３  －  １  ８  

推  薦 －  １  ２  ２  １  ６  

そ の 他  ７  １  ５  ８  ５  ２６  

報  告 １ －  ４  ５  －  １０  

議員提出議案 １  －  １  －  －  ２  

選  挙 －  ４  －  －  －  ４  

推  薦 －  －  －  －  －  －  

請  願 －  －  －  －  －  －  

陳 情 等 －  －  －  －  －  －  

そ の 他 １  ２  １  ２  １  ７  

計 ５５  １０  １９  ２８  ２４ １３６  

 

 

９  議員報酬及び期末手当（令和７年度）  

  （１）報  酬  
 

 報   酬 改定年月日 改定前の報酬 

議 長 ５３０,０００円 令和2年10月1日 ５０３,５００円 

副議長 ４３５,０００円 令和2年10月1日 ４１３,２５０円 

議 員 ４０５,０００円 令和2年10月1日 ３８４,７５０円 
 

  （２）期末手当  

      年間  ３．５０月分  
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１０  議 会 の 予 算                   

（単位：千円、％）  

 

1 103,925 106,913 ▲ 2,988 ▲ 2.8

2 31,520 30,371 1,149 3.8

3 64,971 65,038 ▲ 67 ▲ 0.1

4 10,986 10,409 577 5.5

7 34 34 － －

8 4,107 4,049 58 1.4

9 500 500 － －

10 6,767 6,660 107 1.6

消 耗 品 費 791 648 143 22.1

燃 料 費 179 235 ▲ 56 ▲ 23.8

食 糧 費 10 10 － －

印 刷 製 本 費 5,667 5,667 － －

修 繕 料 120 100 20 20.0

11 168 139 29 20.9

通 信 運 搬 費 83 83 － －

広 告 料 50 50 － －

手 数 料 17 6 11 183.3

保 険 料 18 0 18 100.0

12 7,300 7,008 292 4.2

13 2,328 3,429 ▲ 1,101 ▲ 32.1

17 20 20 － －

18 34,648 37,121 ▲ 2,473 ▲ 6.7

負 担 金 27,718 30,191 ▲ 2,473 ▲ 8.2

交 付 金 6,930 6,930 － －

26 41 0 41 100.0

267,315 271,691 ▲ 4,376 ▲ 1.6

負担金補助及び交付金

公 課 費

合　　　　　計

交 際 費

需 用 費

役 務 費

委 託 料

使用料及び賃借料

備 品 購 入 費

報 酬

給 料

職 員 手 当

共 済 費

報 償 費

旅 費

区　　　　　分
令和８年度 令和７年度 増減率

予算額 予算額 金　額 伸び率
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１１  行政視察（令和８年度）  
 

 国  内  

  ◎常任委員会    １人当たり限度額   １２０ ,０００円  

   （２泊３日で年１回実施）  

  ◎議会運営委員会  １人当たり限度額    ２３，１００円  

     （１泊２日で年１回実施）  

  ◎議会活性化等検討委員会  

           １人当たり限度額    ２３，１００円  

     (１泊２日で年１回実施）  

   ◎広報広聴委員会  １人当たり限度額    ２３，１００円  

   （１泊２日で年１回実施）  

 

 

１２  政務活動費（令和８年度）  
 

   ◎交付額   １人月額２７ ,５００円（年額３３０ ,０００円）を  

各会派へ交付  

※平成１７年度まで、１人月額２７,５００円（政務調査費） 

※平成１８～２４年度は、月額１６,７００円（政務調査費） 

※平成２５～２６年度は、月額２０,０００円 

※令和２年度は、４～６月：月額２７，５００円 

        ７～３月：月額２，７５０円 

◎使  途   調査研究その他の活動費  
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１３  議会刊行物  

 

 （１）会  議  録  

     ◎発   行  定例会毎  

     ◎印刷部数  ５０部  

     ◎配 布 先          議員、執行部（三役部長級及び総務課長等）  

     ◎規   格  Ａ４判、横書き、本文 10.5ポイント  

     ◎作   成  委託（反訳、印刷、製本まで一括委託）  

           単価１頁当たり 61.00円（令和８年度）  

     ◎校   正  事務局校正１回（反訳原稿）  

 

（２）議  会  報  

    ◎名   称  真岡市議会だより「みんなの議会」  

    ◎創   刊  昭和３８年１０月２０日  

◎規   格  Ａ４判  １６頁  

    ◎発行部数  ２４，４００部  

    ◎配 布 先          市内全世帯（町会長を通して）、関係機関  

◎予   算  印刷製本費  ５，７９７，４４０円  

 

 

１４  議会事務局の機構（令和８年４月１日現在）  

 

 （１）職員数   定数  ７人、現員数  ７人  

 

 （２）機  構  

 

                    書  記  

                   庶 務 係 長    （２）  

                                            

                           運転手  

局  長（参事）   議事課長               （１）  

（１）   （庶務係長事務取扱）  

（１）   

               議事調査係長    書  記  

                （１）      （１）  


